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次に例えば,導体の電気伝導度 Oは,その導体の半径をrとすれば, o∝ r2 である｡ この場合導体
の断面積S- 7U2という概念を使えば, o∝ Sとなり, Sに比例するというふうに直観的に理解される｡
(a)このような例は,あまり簡単すぎると思われるかもしれない｡そこで約 100年前 (1873年 )提案され
た有名なvanderWaalsの状態方程式を次にとり上げてみよう｡それはよく知られているように,
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ラウン運動の理論3)の要点を復習する｡粒子の速度 Vに対する現象論的な方程式 (ランジュバン方程式 )

































































5. くり込み群の理論と摂動計算 (線形化 )
分子場近似はゆらぎの効果が入らない零次近似であるから,これに,ゆらぎの効果をとり込んで,分子
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分解公式 :一般の2つの演算子が [A,B]-αB+Cという関係を満たすとするo但 し,Cは,Bに比例
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する部分を含まないとする｡このとき
eM +B)-elAelf(lα)Be12D2eス3D3 脚
と展開できる｡但し,f(x)は(26)で与えられる.ここで, Dnの一般式が,A,B,Cを用いて表わされ
ている12)がここでは省略する｡不安定点近傍での緩和の問題では,拡散係数 Eが小さい極限では,(28)の公
式でD2,D3,･･･が,非線形領域では,漸近的に無視できることが示せて
eA+BI eAef(a)B (29)
となる.これは,Aが非線形のときにも漸近的に成立するOここが新しいアイデァである.これらの議論
の一般化と応用に関しては,文献12)を参照して頂きたい｡
7.終 りに
協力現象の本質は非線形性にあるが,その現象を理解するには,何らかの形の線形化という操作なり見
方が重要であることを強調した｡
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